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◎
懇
談
会
を
終
え
て

　

会
員
の
中
で
適
格
組
合
証
明
を
取

得
し
て
い
る
の
は
、
現
在
、
23
組
合
。

本
会
で
は
申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

官公需問題懇談会開催官公需問題懇談会開催

　

３
月
10
日
、
前
橋
市
・
前
橋
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
官
公
需

問
題
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
懇
談
会
に

は
、
県
内
の
官
公
需
適
格
組
合
証
明
を

取
得
し
て
い
る
14
組
合
が
出
席
し
意
見

交
換
等
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
事
務
局
次
長
兼
政
策
推
進
部
長

及
川
勝
氏
が
「
官
公
需
適
格
組
合
の
成

功
事
例
と
全
国
官
公
需
適
格
組
合
協
議

会
の
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。

　

及
川
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

復
興
・
復
旧
に
お
け
る
地
域
の
中
小
企

業
の
活
躍
に
よ
り
、
中
小
企
業
に
よ
る

組
合
や
組
合
間
連
携
の
有
意
性
が
見
直

さ
れ
て
き
て
い
る
と
述
べ
、
昨
年
改
正

さ
れ
た
官
公
需
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
た
。

　

法
改
正
で
、
創
業
10
年
未
満
の
新
規

中
小
企
業
者
へ
の
配
慮
、
国
・
各
省
庁

等
の
契
約
方
針
の
作
成
、
契
約
実
績
の

公
表
な
ど
が
追
加
事
項
と
さ
れ
、
平
成

27
年
度
中
小
企
業
者
に
対
す
る
国
等
の

契
約
の
基
本
方
針
に
は
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
と
災
害
協
定
を
結
ぶ
石
油

組
合
に
対
す
る
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
た

と
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
官
公
需
適
格
組
合
制
度
の
活

用
促
進
の
た
め
に
、
中
小
企
業
団
体
全

国
大
会
で
は
、
国
等
の
中
小
企
業
に
向

け
た
官
公
需
の
取
組
強
化
、
分
離
・
分

割
発
注
の
推
進
、
官
公
需
適
格
組
合
へ

の
受
注
機
会
の
増
大
等
、
官
公
需
に
お

け
る
中
小
企
業
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て

の
要
望
を
決
議
。
ま
た
、
官
公
需
適
格

組
合
に
お
い
て
、
組
合
員
か
ら
の
技
術

者
の
組
合
へ
の
出
向
を
認
め
る
よ
う
、

全
国
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会
を
通
じ
、

国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
官
公
需
適
格
組
合
協

議
会
で
は
、
国
等
の
公
共
事
業
が
減
少

し
て
い
る
中
、
地
域
の
視
点
に
立
ち
、

防
災
等
の
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
地
方
公
共
団
体
の
受
注
確

保
を
目
指
す
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
と

述
べ
、
全
国
の
官
公
需
適
格
組
合
の
成

功
事
例
も
紹
介
し
た
。

　

意
見
交
換
に
移
る
と
、
各
組
合
よ
り

受
注
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
発
表

が
あ
り
、
行
政
に
お
け
る
官
公
需
適
格

組
合
制
度
の
認
識
不
足
等
や
受
注
確
保

に
お
け
る
課
題
・
問
題
点
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
伊
勢
崎
地

区
で
は
、
４
つ
の
適
格
組
合
が
連
絡
協

議
会
を
組
織
し
、
定
期
的
な
情
報
交
換

と
伊
勢
崎
市
へ
の
活
動
報
告
を
行
っ
て

い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

活発な意見交換が行われた懇談会

全国中央会　及川 氏
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石
川
課
長
が
平
成
28
年
度
群
馬
県
の
施

策
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

 　

次
い
で
、
本
会
・
木
村
創
造
常
務
理

事
が
座
長
と
な
り
、
各
々
が
業
況
等
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

原
材
料
価
格
の
上
昇
や
消
費
税
増
税

後
の
内
需
低
迷
等
の
経
済
情
勢
に
お
い

て
、
従
来
の
事
業
運
営
の
見
直
し
や
経

営
環
境
に
即
し
た
新
規
事
業
展
開
な
ど
、

各
業
種
で
柔
軟
な
事
業
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
、
組
合
と
し
て
業
界
全

体
が
抱
え
る
課
題
を
克
服
し
よ
う
と
す

る
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け

入
れ
な
ど
国
の
施
策
を
活
用
し
活
性
化

を
図
る
組
合
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
多

く
の
業
種
に
お
い
て
、
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
に
よ
る
人
材
確
保
難
や
、
そ
れ

に
伴
う
組
合
員
の
減
少
と
い
っ
た
今
後

の
課
題
も
述
べ
ら
れ
た
。

　

３
月
15
日
、
前
橋
市
・
前
橋
問
屋
セ

ン
タ
ー
会
館
に
お
い
て
、
群
馬
県
中
小

企
業
団
体
事
務
局
長
会
（
田
部
井
俊
勝

会
長
、
正
会
員
41
会
員
）
第
46
回
総
会

及
び
、
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
を
開
催

し
た
。

　

総
会
に
は
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
前

橋
支
店
支
店
長
・
松
尾
悟
志
氏
を
招
き
、

21
会
員
（
総
勢
28
人
）
が
出
席
し
た
。

　

議
案
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
議
案
が

原
案
通
り
可
決
承
認
・
決
定
さ
れ
た
。

　

本
総
会
で
は
、
会
員
減
少
が
続
く
現

状
を
打
破
す
べ
く
、
ま
ず
は
、
運
営
制

度
上
の
問
題
点
を
改
善
し
た
。
内
容
と

し
て
は
、
会
費
の
引
き
下
げ
や
決
算
期

の
変
更
に
よ
る
会
則
の
変
更
や
共
済
給

付
要
件
の
見
直
し
に
伴
う
慶
弔
規
程
の

変
更
等
で
、
よ
り
会
員
の
意
向
に
沿
っ

た
運
営
を
行
え
る
よ
う
改
め
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
情
報
連
絡
員
全

体
会
議
を
開
催
。
本
会
議
は
、
56
人

の
組
合
役
職
員
に
委
嘱
し
て
い
る
情

報
連
絡
員
が
一
堂
に
会
す
る
全
体
会

議
。
今
回
は
、
群
馬
県
産
業
経
済
部
産

業
政
策
課
課
長
（
現　

産
業
経
済
部
副

部
長
）・
石
川
利
一
氏
を
招
き
、
ま
た
、

前
述
の
総
会
に
出
席
し
た
群
馬
県
中
小

企
業
団
体
事
務
局
長
会
の
会
員
を
交
え
、

総
勢
36
人
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
情
報
交
換
に
先
立
ち
、

群馬県中小企業団体事務局長会　総会群馬県中小企業団体事務局長会　総会
情報連絡員　全体会議情報連絡員　全体会議

石川利一課長

ご
加
入
下
さ
い
！

　

群
馬
県
中
小
企
業
団
体
事
務
局
長

会
は
、
中
小
企
業
団
体
の
事
務
局
責

任
者
・
職
員
の
方
々
を
幅
広
く
対
象

と
し
、
業
務
の
円
滑
遂
行
に
役
立
つ

よ
う
な
研
修
・
情
報
交
換
会
や
親
睦
・

福
利
を
図
り
、
団
体
運
営
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

団
体
で
す
。

　

各
団
体
の
事
務
局
間
の
情
報
交

換
・
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

お
り
、
様
々
な
業
種
の
会
員
が
い
る

の
で
、
異
業
種
交
流
の
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

会
長
：
田
部
井
俊
勝

（
ぐ
ん
ま
共
済(

協)

・
理
事
長
）

会
員
数
：
正
会
員
41
会
員

　
　
　
　

共
済
会
員
１
３
４
会
員

年
会
費
：
正
会
員
１
万
５
千
円

　
　
　
　

共
済
会
員
２
千
円

※
正
会
員
は
初
年
度
年
会
費
無
料

○ 

ご
加
入
・
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

本
会
総
務
情
報
課
上
原
、
小
池
ま

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
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ぐ
ん
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
倶
楽
部

（
林
整
会
長
、
93
会
員
）
で
は
、
環
境

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
３
月
４
日
に
は
前
橋

市
・
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
、
３

月
24
日
に
は
前
橋
市
・
群
馬
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

３
月
４
日
は
、
関
東
経
済
産
業
局
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
課
係
長
高
斉
正
樹
氏
が
「
平
成
28

年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
関
連

予
算
等
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
」、
株

式
会
社
環
境
評
価
機
構
代
表
取
締
役
片

亀
光
氏
が
「
最
新
の
環
境
関
連
法
規
と

今
後
の
改
正
動
向
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　

高
斉
氏
は
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算

の
「
中
小
企
業
等
の
省
エ
ネ
・
生
産
性

革
命
投
資
促
進
事
業
費
補
助
金
」
等
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
支
援
施
策
を
説
明

し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
「
最
新
モ

デ
ル
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
導
入
支
援

事
業
補
助
金
」
が
公
募
開
始
後
一
月
あ

ま
り
で
予
算
額
に
達
し
、
公
募
終
了
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
そ
の

後
継
に
あ
た
る
「
中
小
企
業
等
の
省
エ

ネ
・
生
産
性
革
命
投
資
促
進
事
業
費
補

助
金
」
は
、
随
時
申
請
・
随
時
採
択
か

ら
申
請
期
間
を
設
け
審
査
の
上
採
択
す

る
方
式
に
変
更
し
、
補
助
対
象
設
備
も

限
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
率
・
補

助
上
限
の
引
き
下
げ
等
も
行
っ
て
い
る
。

尚
、
一
次
公
募
は
３
月
22
日
か
ら
４
月

22
日
ま
で
で
あ
る
が
、
二
次
公
募
も
予

定
し
て
い
る
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
率
、
費
用
対
効
果
の
３
点
で
、

中
小
企
業
者
に
は
加
点
す
る
。

　

片
亀
氏
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
動

向
を
説
明
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
、
建

築
物
省
エ
ネ
法
、
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法

等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
環
境
問
題
に

関
す
る
動
向
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
動
向
は
変
化
が

激
し
い
。
昨
年
末
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
「
パ
リ
協
定
」
で
は
法
的
拘

束
力
の
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標 ３月４日　施策や法規についての講演

最新の環境・エネルギー関係の動向を学ぶ

セミナー
ぐんまエコアクション21倶楽部
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が
合
意
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら
の
電
力

小
売
全
面
自
由
化
、
２
０
１
６
年
４
月

に
は
ガ
ス
小
売
全
面
自
由
化
が
決
定
し
、

２
０
２
０
年
４
月
に
は
、
電
力
会
社
の

発
電
事
業
と
送
電
事
業
が
分
離
す
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
電
力
会
社
の
固
定
価
格
買
取
制
度

が
２
０
１
９
年
に
終
了
し
、
売
電
価
格

の
下
落
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
、
蓄

電
し
自
家
消
費
を
中
心
に
し
た
生
活
へ

の
シ
フ
ト
が
予
想
さ
れ
る
。

　　

３
月
24
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
環
境

経
済
株
式
会
社
代
表
取
締
役
尾
崎
寛
太

郎
氏
が
「
電
力
自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
〜
電
気
事
業
者
を
選
ぶ
際

の
ポ
イ
ン
ト
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
電
力
の
小
売
全

面
自
由
化
が
実
施
さ
れ
、
電
気
を
様
々

な
電
力
小
売
事
業
者
か
ら
購
入
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
各
事
業
者
の
自
前

の
サ
ー
ビ
ス
と
の
セ
ッ
ト
割
引
等
の
多

彩
な
料
金
プ
ラ
ン
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な

る
。

　

こ
う
し
た
中
か
ら
電
力
小
売
事
業
者

を
選
ぶ
際
に
は
、
①
料
金
の
比
較
、
②

自
前
の
発
電
所
の
有
無
、
③
二
酸
化
炭

素
の
発
生
量
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
自

前
の
発
電
所
の
有
無
が
重
要
と
な
る
の

は
、
電
力
の
調
達
価
格
に
よ
り
小
売
価

格
が
変
動
す
る
た
め
。
自
前
の
発
電
所

が
あ
る
電
力
小
売
事
業
者
は
、
他
の
電

気
事
業
者
か
ら
電
気
を
調
達
す
る
比
率

が
低
い
の
で
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
は
小

さ
い
。

　

価
格
を
踏
ま
え
、
自
前
の
発
電
所
を

持
っ
て
お
り
、
発
電
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
が
少
な
い
電
力
小
売
事
業
者
を
選
択

す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
。

３月24日　電力小売自由化についての講演

　

４
月
時
点
で
公
表
さ
れ
て
い
る
中

小
企
業
等
の
省
エ
ネ
・
生
産
性
革
命

投
資
促
進
事
業
費
補
助
金
の
情
報
を

下
記
に
掲
載
し
ま
す
。

　

各
補
助
金
の
最
新
の
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
募
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

１次公募採択発表後に２次公募開始予定


